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技術⼠⼀次試験 適性科⽬ これを外してはいけない 個⼈情報保護法 
 
個⼈情報保護法（２００３年） 
 
第１章 総則 
（⽬的） 
第１条 この法律は、⾼度情報通信社会の進展に伴い個⼈情報の利⽤が著しく拡⼤してい
ることに鑑み、個⼈情報の適正な取扱いに関し、基本理念及び政府による基本⽅針の作成そ
の他の個⼈情報の保護に関する施策の基本となる事項を定め、国及び地⽅公共団体の責務
等を明らかにするとともに、個⼈情報を取り扱う事業者の遵守すべき義務等を定めること
により、個⼈情報の適正かつ効果的な活⽤が新たな産業の創出並びに活⼒ある経済社会及
び豊かな国⺠⽣活の実現に資するものであることその他の個⼈情報の有⽤性に配慮しつつ、
個⼈の権利利益を保護することを⽬的とする。 
（定義） 
第２条 この法律において「個⼈情報」とは、⽣存する個⼈に関する情報であって、次の各
号のいずれかに該当するものをいう。 
⼀ 当該情報に含まれる⽒名、⽣年⽉⽇その他の記述等（⽂書、図画若しくは電磁的記録（電
磁的⽅式（電⼦的⽅式、磁気的⽅式その他⼈の知覚によっては認識することができない⽅式
をいう。次項第⼆号において同じ。）で作られる記録をいう。第１８条第⼆項において同じ。）
に記載され、若しくは記録され、⼜は⾳声、動作その他の⽅法を⽤いて表された⼀切の事項
（個⼈識別符号を除く。）をいう。以下同じ。）により特定の個⼈を識別することができるも
の（他の情報と容易に照合することができ、それにより特定の個⼈を識別することができる
こととなるものを含む。） 
２ この法律において「個⼈識別符号」とは、次の各号のいずれかに該当する⽂字、番号、
記号その他の符号のうち、政令で定めるものをいう。 
⼀ 特定の個⼈の⾝体の⼀部の特徴を電⼦計算機の⽤に供するために変換した⽂字、番号、
記号その他の符号であって、当該特定の個⼈を識別することができるもの 
⼆ 個⼈に提供される役務の利⽤若しくは個⼈に販売される商品の購⼊に関し割り当てら
れ、⼜は個⼈に発⾏されるカードその他の書類に記載され、若しくは電磁的⽅式により記録
された⽂字、番号、記号その他の符号であって、その利⽤者若しくは購⼊者⼜は発⾏を受け
る者ごとに異なるものとなるように割り当てられ、⼜は記載され、若しくは記録されること
により、特定の利⽤者若しくは購⼊者⼜は発⾏を受ける者を識別することができるもの 
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（ア）〜（キ）の全てが個⼈識別符号に含まれる。 
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イ）インターネットや新聞等ですでに公表されている公知の個⼈情報は、個⼈情報保護法で
は他の個⼈情報と区別され、保護の対象外となる。 
 
誤りである。これも保護の対象となる。 
 
（適正な取得） 
法第１７条 個⼈情報取扱事業者は、偽りその他不正の⼿段により個⼈情報を取得しては
ならない。 
２ 個⼈情報取扱事業者は、次に掲げる場合を除くほか、あらかじめ本⼈の同意を得ないで、
要配慮個⼈情報を取得してはならない。 
⼀ 法令に基づく場合 
⼆ ⼈の⽣命、⾝体⼜は財産の保護のために必要がある場合であって、本⼈の同意を得るこ
とが困難であるとき。 
三 公衆衛⽣の向上⼜は児童の健全な育成の推進のために特に必要がある場合であって、
本⼈の同意を得ることが困難であるとき。 
四 国の機関若しくは地⽅公共団体⼜はその委託を受けた者が法令の定める事務を遂⾏す



ることに対して協⼒する必要がある場合であって、本⼈の同意を得ることにより当該事務
の遂⾏に⽀障を及ぼすおそれがあるとき。 
五 当該要配慮個⼈情報が、本⼈、国の機関、地⽅公共団体、第七⼗六条第⼀項各号に掲げ
る者その他個⼈情報保護委員会規則で定める者により公開されている場合 
六 その他前各号に掲げる場合に準ずるものとして政令で定める場合 
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イ）事業者が複数のデータベースで個⼈データを管理している場合、個々のデータベースを
構成する個⼈情報の数が５，０００を超えなければ「個⼈情報取扱事業者」に該当しない。 
 
この選択肢は、平成２４年時点でも誤りでした。個々のデータベースを構成する個⼈情報の
数の合計が５，０００を超えなければ、です。 
 
個⼈情報取扱事業者とは、「個⼈情報データベースなどを事業の⽤に供している者」（個⼈情
報保護法第 2 条第 3 項）です。 
 
そして、この５，０００は、２０１７年より施⾏された改正個⼈情報保護法で撤廃されまし
た。 
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設問は全て誤りです。 
 
問題⽂より引⽤ 

 
 



H22-2-9 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 


